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程及び癌進展における deltaNp63/CD44v 両陽性細胞の役割を検討した。 






ルの病理組織学的解析より、Ki67 陽性となる deltaNp63/CD44v 両陽性癌細胞は、癌の中心部と比較





し、EGFR 及び STAT3 シグナリングパスウェイを活性化させ腫瘍進展に寄与している可能性が示唆
された。 
 




では NTCU 誘発マウス末梢型肺扁平上皮癌の発生過程及び癌進展における deltaNp63/CD44v 両陽性
細胞の役割を検討している。 
 肺癌好発系である雌性 A/J マウスに肺特異的に扁平上皮癌を誘発することが報告されている
N-nitroso-tris-chloroethylurea (NTCU)を投与することで肺病変を誘発した。得られた肺材料はホルマリ
ン固定後パラフィン標本を作製し、各種解析に興じられた。    




ルの病理組織学的解析より、Ki67 陽性となる deltaNp63/CD44v 両陽性癌細胞は、癌の中心部と比較





環境を形成し、EGFR 及び STAT3 シグナリングパスウェイを活性化させ腫瘍進展に寄与している可
能性が示唆された。 
 本研究は、末梢型肺扁平上皮癌の発がん過程及び癌悪性化を明らかにし、治療薬開発や
予防を行う上で有用な知見であると考えられた。よって、本研究は博士（医学）の学位を授与される
に値するものと判定された。 
